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令和６年第１４回 (定例会 )  

厚真町教育委員会会議録  

 

１  開会  

令和６年１１月２８日（木）  １４時３０分  

 

２  閉会  

令和６年１１月２８日（木）  １６時００分  

 

３  出席委員の氏名  

遠藤  秀明  長門  茂明  金光  えり  池川  徹  日西  大介  

 

４  委員及び傍聴人以外の会議出席者氏名  

生涯学習課長   阿部  雄史  

生涯学習課参事  乾   哲也  

 

５  会議録署名委員の指名  

 （金光  えり）  

 （日西  大介）  

 

６  教育長報告  

(1）行事参加等の動向                    （資料１）  

(2) 令和６年度決算審査特別委員会（１１月５日）      （資料２）  

(3）総務文教常任委員会について（１１月１４日）      （資料３）  

【質疑】  

金光委員：今年度卒業する６年生で児童クラブに関われなくなることに不安  

をもっている児童は支援学級の児童か。  

乾参事  ：通常学級の児童である。  
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７  所管報告  

学校教育グループ  

(1) １１月校長会議、教頭会議               （資料４）  

(2) 厚真町立学校職員セーフティラリーについて       （資料５）  

【質疑】なし  

 

社会教育グループ  

(1) 厚真町文化祭ウィーク／１０月２８日（月）～１１月４日（月・祝）  

   ※厚南会館は１１月２日、３日のみの開催  

①展示：総合福祉センター（２６８人来場）・厚南会館（３８６人来場）  

※総合福祉センターは文化協会役員不在の時間もあり、氏名の記入での

来場人数のため、約４００人程度の来場があったと想定。  

②芸能発表：厚南会館（１１月２日開催／１１０人来場）  

総合福祉センター（１１月３日開催／１５０人来場）  

(2) 図書フェスティバル／１１月３日（日）／青少年センター／１０１人来場

／しおり製作体験・リサイクル本配布・そろタッチ体験・クリスマスリ

ース製作体験・プラネタリウム投影  

(3) 加藤登紀子コンサート（主催：厚真町文化協会・後援：厚真町・厚真町

教育委員会）／１１月４日（月・祝）／福祉センター大集会室／３２９

人来場／協力：あつま手話の会  てのひら・日本舞踊教室  哉メ座  

(4) 秋の天体観望会／１０月３０日（水）／青少年センター／３８人来場  

  プラネタリウム投影・新導入デジタル天体望遠鏡操作体験・天文台での天

体観察  ※曇天により当初予定より観察時間を短縮しての実施  

(5) 軽舞事務所  秋の特別開放／１１月１０日（日）／３４人参加／炭火  

焼きせんべいづくり体験  

(6) 陶芸教室／１１月１６日（土）／創作館じゅらく舎／７人参加／協力：

厚真町陶芸同好会  

(7) 放課後子ども教室「カレーランチ交流会」／１１月２３日（土）／ 厚  
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北地域防災コミュニティセンターならやま（富里）／参加者４５人  

 (8) ミニバレーウインターリーグ／１１月２４日（日）／厚真町スポーツセ  

ンター／１２チーム５５人参加  

 (9) 富里地区埋蔵文化財発掘調査終了／９月２日（月）～１１月８日（金）  

   ／町道富里線拡幅工事／４０２㎡（Ａ区３３１㎡・Ｂ区７１㎡）／縄文  

時代～近世アイヌ文化期／受託者：㈱シン技術コンサル  

 (10) 令和６年度  青少年健全育成委員会／１１月２５日（月）／青少年セン  

ター／委員８名出席・３名欠席／  

【質疑】  

池川委員：文化祭ウィークについて、会場に足を運んだが閑散としている状

況であった。期間を延ばしたことで来場者が減っている様子であ

る。厚婦団が用意していた食べ物も売れ残ってしまい廃棄してい

た。次年度この事業をどうしていく方針か。  

 乾参事  ：社会教育グループ、文化協会で現状は認識している。しかし、期

間を延ばしたことのメリットもあり、現状を踏まえたうえで次年

度どうしていくかを今後検討していく。  

教育長  ：厚南会館でも同じようにバザー等が行われていた。展示などは期

間を長くして行うのは良いと思うが、バザーやイベントなどは期

間を集中させると地域のみなさんは参加しやすいのではないか。

実行委員会で検討いただきたい。  

金光委員：加藤登紀子さんのコンサートの影響はあったのか。  

乾参事  ：コンサートの影響はなかった。  

金光委員：上厚真ではバザーの日数が減ったことで売れ残りが生じ、３日      

目もやってほしいという声もあった。出店者側の負担もあった   

と聞いている。  

池川委員：去年の福祉センター会場の来場者数を知りたい。  

 乾参事  ：正確な数字はわからないが、今年よりは多かった。  

池川委員：短期集中のほうが来場者が多いのか。  
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 乾参事  ：今年は、茶道が急遽出られなくなったことも影響しているかも  

しれない。  

 教育長  ：いずれにしても、すべての切り替えという試しも含めての開催  

であったので、様々な問題・課題が出るのは当然のこと。来年     

はこの反省を生かしていく必要がある。町民には２日間という  

イメージが浸透しているので新たな形をいかに定着させるかが  

大事。また、メインとなるものを打ち出すことも必要である。  

池川委員：今年は、高校は出ていないのか。  

教育長  ：出ていない。作品の出展はあった。  

池川委員：加藤登紀子さんのステージは観に行ったが、良いものであっ  

た。補正予算を組むという話もあったが、協賛金を集められた  

ことで補正は必要なくなったということか。  

乾参事  ：その通りである。  

池川委員：社会教育グループに限る話ではないが、職員の土日出勤が多い  

と感じる。働き方改革に反するのではないか。事業の精査が必  

要である。代休があるとはいえ、土日は土日。特に家庭を持っ  

ている職員は大変ではないか。  

 乾参事  ：事業の精査は必要と感じている。事業によっては町民参加型に  

して負担を軽減している。しかし、文化交流施設新設による情  

報発信など今後新たに取り組まなければならないものもある。  

教育長  ：今は選択肢を広げるという意味で様々な行事を組んでいるが、  

今後は注目を浴びている事業を見極め、複数事業を１日に集約  

するなどの工夫が必要。  

池川委員：参加者が１０名に満たないような事業をそのまま継続するのは  

合理的ではない。分散されている事業を１日や２日に集約し  

て、〇〇フェアのような形で集約すれば、人が集まりやすいの  

ではないか。また、集約することで事業費も節減になるのでは  

ないか。職員の身体が心配である。  
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乾参事  ：経費については、あまりかかっていない事業も多い。  

池川委員：人を呼ぶために経費を使っても良いと思う。魅力・情報を発信  

するために PR 費用をかけても良い。  

教育長  ：職員の労力に頼るのではなく、事業の本来目的を達成するため  

の方法を考えたほうが良い。アドバイスを来年の事業展開に生  

かしてほしい。  

阿部課長：学校教育の事業として、イングリッシュキャンプがあり、現在  

は土日に開催しているが、来年からは長期休業中の平日実施を  

予定している。形態もキャンプではなく福祉センターで実施と  

したい。  

池川委員：富里地区埋蔵文化財発掘調査について、人を集められなくても今  

後行うということなのか。契約を受けておいてペナルティはない  

のか。  

 乾参事  ：違約金はうたっておらず、減額の設計変更で対応した。  

池川委員：実施できない業者にまた発注するのか。  

 乾参事  ：来年度についてはまた検討する。ただ、専門業者が限られてい  

る。  

池川委員：契約なのだから、契約したことができない業者ではだめではな  

いか。  

 乾参事  ：来年度はもっと早めに着手したい。契約は建設課土木グループ  

で行っているので連携して対応したい。  

池川委員：本来であれば指名停止にしなければならないのではないか。今  

後は契約書にしっかり明記するべき。  

 教育長  ：このことを土木グループにも伝えるべき。埋蔵文化財の関係は  

時期の問題もあるのでしっかり伝えてほしい。  

 

８  議案  

議案第１号  在宅勤務実施要領の制定について         （資料６） 



－6－ 

議案第２号  新型コロナウィルス感染症対策のための一斉臨時休業期間等

における厚真町立学校職員の在宅勤務実施要領の廃止につい

て                         

議案第３号  厚真町民に対する体育振興及び文化振興行事参加費  

用助成金交付要綱の一部改正について       （資料７） 

議案第４号  教育委員会事務局職員の懲戒等の処分について   （資料８） 

 

【質疑】  

池川委員：第１号における長期休業中とは、春休みも含むのか。  

阿部課長：春休みも含まれる。  

池川委員：文書の持ち帰りについて、帳簿をつけて誰がどの文書を持ち帰っ  

ているか記録する等の対応は必要ないのか。  

阿部課長：文書の持ち帰りについては、申請する際にどのような書類を持ち  

出すかを明記しての学校長承認となっている。  

金光委員：職務命令ということは校長がということか。  

教育長  ：校長が判断する上でグレーな部分はすべて取り除きたいというの  

が校長会での意見であった。校長が心配しているのは判断者の責  

任の問題。  

日西委員：在宅勤務では学校のパソコンを持ち帰って仕事をするのか。  

阿部課長：基本は学校のパソコンである。  

 教育長  ：通信回線につなぐことができない端末もある。教材研究は私物の  

パソコンでもできる。厚真町の教職員は苫小牧在住の先生方が多

いので、効率性を考えると在宅でできるものは在宅でという流れ

は理解できる。１２月の管内の教育長会議でも議題に上がる予

定。他の市町でも導入の町が多い。  

池川委員：導入に懸念を示す校長が多いのであれば、導入しなければいいの  

ではないか。  

 教育長  ：他町が導入する中、厚真町は保留というわけにはいかない。道立  
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高校では導入されているが、必要性があってのことだと思われ  

る。  

 

９  協議  

(1) 厚真町スポーツ施設設置条例の一部改正について     （資料９）  

【質疑】  

教育長  ：条例改正であり１２月議会での提案を予定している。  

池川委員：テニスコート跡地の今後の活用予定は。  

 乾参事  ：他のグループと調整を図りながら検討していく。  

 

１０  その他  

(1) 「二十歳のつどい」の開催について  

令和７年１月１２日（日）午前１０時４５分から／対象者３０人  

(2) 令和６年度胆振管内教育委員会委員研修会について   （資料１０）  

(3) 生徒指導事案について            （資料１１（当日配布）） 

【質疑】なし  

 

１１  次回委員会の開催日程  

  ・１２月２６日（木）  午後２時３０分  （予定）  

 

１２  閉会  

 

 


